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7．グラフプロットによる9“mTc・GSA肝シンチグラ

　　フィの定量解析
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　99mTc－GSA　3　mgを肝障害を疑われた65例に静注し

肝シンチグラフィを施行した．静注直後より20分間

の動態データをガンマカメラにて収集し，心肝時間

放射能曲線を用いコンパートメント解析とグラフプ

ロットを行い以下の結果を得た．1．非線形5コンパー

トメント解析の時間薬物量曲線に，Michaelis－Menten

型のグラフプロットを行い受容体によるTc－GSAの

最大除去率を算出した．これはコンパートメント解

析による最大除去率にほぼ一致した．2．トレーサの

輸送モデルとして，線形性を仮定するPatlakプロッ

トを肝シンチグラフィに試みた．Patlakプロットの移

行速度定数と最大除去率の関係式を導き，両者が相

関することを線形5コンパートメント解析より求めた

パラメータを用い示した．3．臨床例についても両者

の相関が認められたことから，Patlakプロットの移行

速度定数は最大除去率を表すと結論された．

＆　Gates法によるGFR測定における問題点の検討
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　現在゜PmTc－DTPAを用いた定量的腎機能測定法とし

てはGates法が広く用いられているが，　Gates法に

よって求められるGFRは必ずしも信頼性が高くない

ことが経験される．DTPA静注2時間後と3時間後

の血漿放射能濃度よりsingle　compartment　mOdelを用

いて測定したGFRをスタンダードとして，　Gates法

により求められたGFRとの相関をみると相関は高く

なかった．しかしGates法によるGFRに体表面積を

乗じて標準体表面積で除した補正をすることにより

相関は明らかに改善した．この理由として，Gates法

では血漿放射能濃度は投与量によってのみ規定され

るとしているのに対し，われわれは体の大きさに

よっても規定されると考え，Gates法の結果に補正を

加えるよりも，体表面積補正されたGFRと腎集積率

の間の回帰式から体表面積補正したGFRを算出し良

好な相関を得た．

9．偶発腫として検出された褐色細胞腫4例

　　中野　敬子　　吉田　勢津　　矢崎　理枝
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　　　　　　　　　　　　　（東京女子医大・放核）

　超音波検査，CT，　MRIが日常診療に繁用されるよ

うになり，従来では検出し得なかった腫瘤が検出さ

れるようになってきている．今回は特に高血圧など

の症状はなく，人間ドックや腹痛などで受診した際

に検査を受け，腫瘤が指摘された．症例1は人間ドッ

クで腹部腫瘤を指摘されたparagangliomaで，カテコ

ラミンは軽度上昇していた．症例2は腹痛で受診

し，精査の結果右副腎腫瘤だったためにi3il－MIBGシ

ンチグラフィを施行することとなった．症例3は肝下

面を占める小児頭大の，症例4は上腹部を占拠する巨

大腫瘤で，これら2例はカテコラミン分泌をほとんど

認めておらず，開腹生検に至っているが，全例とも

13il－MIBGの集積は診断の手がかりに大きな手助けと

なった．

10．9“mTc・tetrofosminとM’ITIによる肺癌の診断能の

　　比較検討
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　99mTc－tetrOfOSmin（TF）による肺癌の診断能を同一症

例内でantTlと比較検討するために肺癌患者9人（線

癌5人，扁平上皮癌2人，小細胞癌1人，大細胞癌

1人）に対してSPECTを施行した．まず111MBqの

T1を静注し，15分後と4時間後にSPECT像を撮像

した．終了後740MBqのTFを静注し，15分後より

SPECT像を得た．

　TFにより全例で腫瘍の描出が可能であった．　TFの

画像をT1早期像，後期像と比較すると，9例中それ

ぞれ6例と5例でT1と同等または優れていると評価

されたが，T／N比がTl早期像，後期像の値を超えた

ものは9例中それぞれ3例と2例のみであった．ま

たTlのT！N比が高い症例では，　TFのT／N比も高い

傾向が見られた．

　TFは肺癌の描出能に関し，従来より使用されてい

るTlとほぼ同等で，充分臨床使用が可能と考えられ
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